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総合学習とは
•教科指導の総合性を深め、教科学習の発展を志向する立場

•子どもの経験や体験を重視する立場

・子どもの日常生活から生まれる問題解決

• 「理解」 (Understanding) とは

知っていることを活用して、柔軟性を持って考え、行動する能力

（David Perkins）

問題について自分が理解していること、知っていることを、色々な
action（行動）や performance （実践）で新しい方向に展開し、示すこ
とが出来ること。 （ハーバード教育学大学院プロジェクトチーム）

•知の総合化

•現代社会において深めるために意義のあるテーマについて
体系的・総合的な知を探究する。



コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の連携

出典：多摩市教育委員会教育訪問資料 ともに育つ、ともに生きる地域の学校を目指して https://www.city.tama.lg.jp/cmsfiles/contents/0000012/12042/siryo3.R2.4edu.pdf

協力依頼

支援活動

https://www.city.tama.lg.jp/cmsfiles/contents/0000012/12042/siryo3.R2.4edu.pdf


学校･家庭･地域の協働とコミュニティ・スクールの取組

出典：多摩市教育委員会教育訪問資料 ともに育つ、ともに生きる地域の学校を目指して https://www.city.tama.lg.jp/cmsfiles/contents/0000012/12042/siryo3.R2.4edu.pdf

• 保護者や地域と学校が、相互に
パートナーとして連携・協働し
て行う。

• 保護者や地域の方々が、学校と
一緒に連携・協働しながら子供
たちの学びと成長を支える。

https://www.city.tama.lg.jp/cmsfiles/contents/0000012/12042/siryo3.R2.4edu.pdf


総合的な学習の時間
における家庭・地域
等の連携

• 休日等に学校外での授業を
行う条件を明確化すること
で、総合的な学習の時間を
授業時数の4分の1程度まで、
社会教育施設や社会教育関
係団体で行うことが可能

出典：資料1）「総合的な学習の時間」における家庭・地域等と連携した学校外学習の位置づけの明確化について 文部科学省
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/siryo/__icsFiles/afieldfile/2018/10/16/1410185_1.pdf

• 地域の教育資源

（商店街、安全マップ、職
場体験・職業調べ）

• 図書館や博物館･公民館

• 大学

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/siryo/__icsFiles/afieldfile/2018/10/16/1410185_1.pdf


学校と地域がともに
行う避難訓練

• 多くの学校が避難所に指定

• 災害要援護者を中心とした避
難訓練

• 中学生が要援護者を避難搬送
支援

出典：次世代の市民を育む 「学び」のために - ESD-J
https://www.esd-j.org/wp/wp-content/uploads/2015/09/kibou_eno_manabiai_02.pdf

https://www.esd-j.org/wp/wp-content/uploads/2015/09/kibou_eno_manabiai_02.pdf


地域と連携した体験学習
• 生活科の野菜栽培

• 社会科の商店街の見学・体験

• 地域の自然観察活動

• 稲作体験

• 地域の歴史や文化を知る

• 福祉活動

出典：次世代の市民を育む 「学び」のために - ESD-J
https://www.esd-j.org/wp/wp-content/uploads/2015/09/kibou_eno_manabiai_02.pdf

https://www.esd-j.org/wp/wp-content/uploads/2015/09/kibou_eno_manabiai_02.pdf


SDGs/ESD：高齢者・障がい者福祉・子どもヘルパー

出典:かすみがうら市福祉協議会Webサイト
(http://kasumigauracity-shakyo.or.jp/wp/wp-content/uploads/file/kasumigaura_welfare_infomation44.pdf）

小学校
・高齢者との接し方を学ぶ、地域の
方々との交流体験
・高齢者・障がい者を支え合う
・インスタントシニア体験、交流会、
手話学習：福祉教育
・小学校、社会福祉協議会、市民団体、
NPO、地域の連携

https://www.jfa.maff.go.jp/j/seibi/attach/pdf/R2_isoyake_kyogikai-8.pdf
https://www.jfa.maff.go.jp/j/seibi/attach/pdf/R2_isoyake_kyogikai-8.pdf


SDGs/ESD：生物多様性の保全・ワカサギの人工ふ化体験

5年生の総合的な学習の時間「環境」テーマ
・「ワカサギの人工ふ化体験」
・霞ヶ浦漁協や地域の公民館の協力
・シュロに羽根で卵を付けて受精卵にする体験
・漁師の方からワカサギの資源保護について学ぶ
・受精卵を学校の水槽で観察、ふ化

・ワカサギ資源の保全
・キャリア教育
・霞ヶ浦の水質浄化

出典：茨城県Webサイトhttps://www.edu.pref.ibaraki.jp/board/welcome/koho/schoolnews/my/r02/0907.html

https://www.edu.pref.ibaraki.jp/board/welcome/koho/schoolnews/my/r02/0907.html


教員に求められる資質能力と総合的な学習の時間の指導

•「授業力」 カリキュラムの開発と実施

•「コミュニケーション力」
学年職員、管理職、外部人材とのコミュニケーション

•「交渉力」 管理職、外部人材との交渉

•「協働力」 学年職員、外部人材との協働

•総合的な学習の時間における外部連携が重要

参考資料「新しい時代の義務教育を創造する」（答 申）平成17年10月26日 中央教育審議会



総合的な学習の時間と地域連携に関わる提案

•状況：
• コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の連携が進められている。
教育活動や総合的な学習の時間における連携を進める環境がある。

•提案：
• モデル校として、一部の学校で総合的な
学習の時間等における連携を進める。

•例：
• 福祉・ボランティア学習

• 防災・防犯学習

• 郷土学習

• 環境学習



ご清聴ありがとうございました


